
横浜市立 八景小学校 令和８年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

豊かな心
①子ども人権会議「スマイル会」を通して、子ども目線から人権意識の向上を図っていく。また、スマイル会の児童が「横浜子ども会
議」に参加し、それを学校に共有することで、活動の充実を目指す。②特別支援教室として学習支援のためのチャレンジ教室や登
校支援のためのほっとルームを設置し子どもが安心して学校生活を送れるようにする。③たてわり活動や全校遠足など異学年同士
の交流を通して、協力し合い認め合い思いやる心情を育てる。担当 豊かな心

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

「心はひとつ　八景小！～自分らしさを発揮し、認め合い、思い合い、豊かに生きることができるようにします～」
【知】考え、つくりだす子
【徳】心豊かな子
【体】心身ともに健やかな子
【公】まちを愛する子
【開】自らかかわりあう子

＜いじめ解決のための生活アンケートの結果から＞
・低、中、高学年とも、90％以上の児童が学校生活を
前向きにとらえている。
・児童同士の「からかい」や「悪口」、「仲間外れ」など
において不安を感じている児童の割合が高い。
・「お金」「インターネット」のトラブルは、学年が上がる
に連れ、発生件数が多くなっている。
・「いじめはどんなことがあってもよくない」の質問に、・
４～６年生では、「そう思う」「どちらかというとそう思う」
の合計が 100％だったが、３年生で 9％、旧６年生で
13.4％が「どちらかというとそう思わない」「そう思わな
い」と回答した。

※昨年度のデータを基に作成

①スマイル会を通して人権意識の向上を図る。
②子どもの思いに寄り添った学習支援、登校支援の充実を図る。
③たてわり活動を通して協力し合い認め合う心情を育てる。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

＜協働して新しいものやことをつくりだす力＞
＜自分づくりに関する力＞

具体化した資質・能力

・自己を理解する
・失敗をおそれない

・思いや考えを伝え合う
・他者の考えや思いに対する受容性

下
半
期

中期取組目標
〇協働的に解決策を見いだし実行できる学びを充実させます。
　・問題を見いだし、試行錯誤する過程を大切にする授業づくりを推進し、解決の道筋を自ら考える力を育てます。
〇他者とのつながりを意識し、豊かな体験を通して、自分らしさを発揮する。
　・子ども人権会議「スマイル会」の活動やたてわり「なかよし活動」などを通して、自分のよさを生かして活動できるようにします。
　・地域とともに学べる環境を活かします。

【人権教育】
・いじめ解決のための生活アンケート実施（4・11月）
　気になる回答をした児童に対し、教育相談を実施、即時対応する。
・スマイル会の活動（5～3月）
　「横浜子ども会議」のテーマを基に、誰もが安心して過ごせる学校を目指し、子どもが主体的に
話合い、いじめ未然防止のための活動を実施する。また、「横浜子ども会議」で共有した情報を
自校で発信する機会を設け、子どもの人権意識向上を図る。
・横浜プログラム（YP)の実施（通年）
　YPを活用して、社会的スキルを身に付けたり、学級や集団にあたたかな風土を醸成する。
・YPアセスメントの実施（6・1月）
　実施後分析を行い、支援検討会、学級風土チェックを行い、学級経営の見直し、改善をはか
る。
・「いのちの安全教育」
　外部講師による「性に関する授業」を通して、命の大切さについて学び、人権意識を高める取
組みを行う。

【特別支援教育】
・登校支援：ほっとルーム（通年）
　教室に入りづいらい子どもが安心できる居場所を用意する。
・学習支援：チャレンジ教室（通年）
　個別に学習支援が必要な子どもに別室で教材などを工夫して基礎・基本の学習内容の支援を
行う。

【たてわり活動】
・なかよし活動（通年）
・全校遠足（5月）
・運動会（10月）

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
①単元や一単位時間で育成を目指す資質・能力を明確にした授業づくりをする。②ＩＣＴや体験的な活動を効果的
に活用し、子どもが自分の学びを判断して選択したり、協働的に学んだりしながら学習を進められるようにする。
③重点研究に算数科を取り上げ、「考え、つくりだす子」の育成を目指す。

健やかな体
①実態に応じた体育科学習を意識し、楽しく運動に取り組むことができる体育授業の充実。②心と体を一体と捉
え、防犯、食育などの視点も踏まえ、自らの健康や安全を自らつくっていくことができる活動を推進する。③外遊
びデーや集会などを機会に、健康面・体力面の向上を目指す。

担当 生きてはたらく知 担当 健やかな体

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
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期

下
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【重点研究】
・自分なりに課題を解決することや、よりよい方法で解決していくことができる授業づくりのより一
層の推進を図り、主体的に学習に取り組む態度の育成を目指す。
・令和８年度は、算数科を軸に「自立的、協働的に解決する学び」と学習者主体の授業づくりを
目指し、「自分らしさを発揮する姿」を「自らの学びをつくっていく姿」とし、学校教育目標の実現を
目指す。
＜授業研日＞
６月１２日、７月３日、９月１１日、１月２２日

【全学年】
・朝読書やボランティアによる読み聞かせを通した読書習慣を形成する。
・一人一台端末や学校図書館利活用を通した情報活用能力を育成する。

【体験的活動】
・学年に応じた体験的活動を設定し、本物体験を通した学びを実現する。
＜宿泊体験学習・出前授業等＞
１年：ベースボール
２年：サッカーキャラバン、栽培活動
４年：野島（６月）
５年：御殿場（６月）

＜全国学力学習状況の結果から＞
・国語、算数とも全国、神奈川県の平均正答率を上
回っている。
・算数は、どの観点においても全国、神奈川県の平均
正答率を上回っている。

＜市学力学習状況調査の結果から＞
・過去数年間の経年変化から分かることは、学力はお
おむね市の平均を越えている。
・算数では、学力を伸ばした児童の割合は、市の学力
を伸ばした児童の割合よりも低い値となっている。
・算数科に対する学習意識は、横浜市平均と比べて、
４年生は同等またはやや低い、６年生では高い結果
だった。

※昨年度のデータを基に作成
令和７年度

自分らしさを発揮する
（問題を自立的・協働的に解決できるようにする）

＜体力テストの結果から＞
２年生、３年生、４年生女子、５年生女子では、週に３
日以上学校の体育の授業以外で、運動やスポーツに
取り組んでいる児童の割合が、市の平均よりも下回っ
ており、約半分の児童は体育の授業以外での運動習
慣が少ない。

ほとんどの学年で長座体前屈の結果が市の平均値を
上回っており、柔軟性は横浜市の中では優れている。
一方で、６年生女子以外の学年では、ソフトボール投
げの結果が市の平均値よりも下回っていたため、投
擲力が課題である。昨年度と比べて、体力・運動能力
が全体的に低下している傾向があった。
生活習慣については、すべての学年で８割以上の児
童が毎朝欠かさずに朝食を食べている。しかし、まっ
たく朝食を食べない児童も４年生で１割いる。睡眠時
間については、３年生、４年生、５年生男子、６年生女
子以外の学年では、６割以上が８時間以上の睡眠時
間を確保できている。３年生女子の３割以上の睡眠時
間が6時間未満であった。３年生女子は睡眠時間と運
動習慣が少ない傾向があり、体力・運動能力との関
連があると考えられる。

※昨年度のデータを基に作成

心と体を健康にすることで、自分らしさを発揮する子の育成

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン
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【授業】
・運動の楽しさを実感できるための体育授業の実践
→体育授業での安全を確保するための校内での研修
→メンター研を活用した授業で実践できるアイデアを周知
・日常生活と結びついた保健学習の実践
→養護教諭と連携しての授業実践
→保健室掲示と関連し、日常の中で学びを活用できるための環境づくり
・学校栄養士と連携した食育の推進
・助産師と連携した生命の教育の継続①１０月８日②１１月２８日
→保護者向け講演会を通して理解を広げる。

【日常的な運動週間】
・週に1度、昼休み及び掃除の時間を使って学級で運動に取り組む外遊びデイの設定
　（低学年：火曜日、高学年：木曜日）
・運動委員会による運動に親しむ集会の設定（年に3回実施）

【委員会活動との関連】
・学校保健委員会による清掃活動の充実による健康と安全①６月２９日（月）②２月９日（火）
・給食委員会による給食週間（1月１８日～１月２２日）を実施し、バランスのとれた食事を摂取す
ることの大切さを学ぶ時間、活動の設定


